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４ 議事要旨 

 

○開会 

 

○議事 

 AI ロボティクス戦略について 

出席者から、AI ロボティクス戦略の素案について発言がなされた。主な発言は以下の通り。 

 多くの分野で人手不足が深刻化しており、AI ロボティクスは、まずは、負担軽減や安全

確保を目的として補完的に活用すべき。一方、現場ごとの個別対応やティーチング負担

により導入コストが高く、中小事業者を中心に費用対効果が見えにくい点が共通の課題

となっている。 

 技術面では、成熟した工程は短期的な導入加速を図りつつ、不定形物対応や自律化など

は中長期課題としてAIの活用が必要とされた。現場データは競争力の源泉である一方、

ドメイン単位での標準化・共同活用が重要。 

 また、安全基準や制度整備が技術進展に追いついておらず、実証を踏まえた見直しを省

庁連携で進める必要がある。 

 さらに、各分野での横断的技術活用やテストフィールド整備や通信・データ基盤を含む

共通基盤整備の重要性が示された。 

また、西山内閣官房内閣審議官（議長）から以下の発言があった。 

 短時間の中で、戦略およびロードマップを取りまとめていただいたことについて、感謝

申し上げる。今回、対象とする領域や課題を整理し、短期・中長期の視点、市場、技術、

制度といった切り口で、マトリクス的に整理していただいた。現時点では、まず課題の

可視化を行った段階であり、「具体的にどのように対応するのか」という点については、

今後、対応策を検討していくという段取りになると理解している。 

 今回の戦略における大きなポイントは、需要サイドと供給サイドの取組を一体的に設計

している点にある。特に、汎用モデルや共通モデルの整備・高度化に当たっては、各社

や各ドメインが個別に対応するのではなく、需要サイドと供給サイドを一体として捉え、

モデルを共通化・高度化していくという考え方が重要である。 



 また、フィジカル領域についても、共通性の高い部分については、特定のニッチな分野

ごとに各社が個別に取り組むのではなく、業界全体として協力して進めていく必要があ

ると考えている。AI ・フィジカル分野における競争は、米国や中国を含め、世界的に不

可避な状況となっている中で、個々の分野で単独で勝てる領域がある一方、業界内で協

調すべき領域も必ず存在すると認識している。 

 その意味で、本戦略は実装を見据え、需要サイドと供給サイドを一体で設計していく点

が肝であると考えている。各省庁がそれぞれの役割を果たしていくことは重要であるが、

連携可能な部分については連携して進めていくという目的の下、このような会議体を継

続的に運用していくことが重要である。 

 

○閉会 


